
行政指導文書に基づく事業計画の策定について 

 

 

２０２６年８月３１日           

 

 

ＪＲ四国は、2026年 3月 24日付で受領した国土交通省からの行政指導文書に基づき、地

域の関係者と一体となった利用促進やコスト削減、実証実験等の取り組みを一層深度化す

るとともに、2次交通も含めたあるべき交通体系について、徹底的な議論・検討を行うため、

2026 年度から 2030 年度までの 5 年間を計画期間とする事業計画（5 カ年推進計画 2026～

2030）を策定しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

○事業計画の名称 

「5カ年推進計画 2026～2030」 

 

○対象線区 

ＪＲ四国管内全線区 

 

○取り組み内容等 

・「四国における鉄道ネットワークのあり方に関する懇談会Ⅱ」の中間整理に基づく 

県別会議での検討や取り組みと連携 

・5 カ年推進計画 2021～2025 をベースに、総括検証及び事業の抜本的改善方策の検討

結果を踏まえた取り組みを追加 

・項目を「利便性向上」「利用促進」「持続可能性向上」「その他」に分類 

 

○その他 

・年度検証では、線区別の平均通過人員、項目別の定量・定性データ、個別線区での 

モニタリングデータをトレース 

・ＰＤＣＡサイクルにより取り組み内容を継続的に改善・深度化 

 

「5カ年推進計画 2026～2030」、及び「（別紙）具体的取組」については、8月 31日 

11時以降、当社ホームページに掲載いたします。 

   https://www.jr-shikoku.co.jp/04_company/jigyou/jigyou.htm 

以上 

 


